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論 文 内 容 の 要 旨
論文 は これ を第1部,第2部 に分 け て第 ユ部 に於 い ては.史的考 察 を行 な い,第2部 に 器 いて は現 在
国 際 金融協 力関係 の更 に一段 の発 展 に とつ て最 も大 きな壁 となつ てい る国際 流動 性 問題 と金為替 制 の
問 題 を分析 した 。以 下順 を追 つ て概 要 を述 べ る。
第1部
〔第1編 〕 第1次 大戦 か ら第2次 大 戦 の閥 の所謂 るinter-waragesの 経 済 混乱 の 国際金 融上 の
最 も重要 な要 因は 国 際金 融 協 力 の欠如 で あ 抄更 に今一 つ には 国 際通 貨 た る金 の本質 に対 す る認 識不 足
が あつ た。 国際 金融 協 力関 係 の欠 如 は一 つ には民 族 的偏 見,そ の他 経 済外 的 な事情 に よ り,他 の一 つ
には 国際 経 済国際 金 融 の本 質 が まだ十 分学 問 的 に解 明 され て いなか つ た こ とに基 くもの で あつ た。 金
の実 体 の認 識 不足 とは,金 と 雌 も一 種 の財 で あつて不換 紙 幣や 有価 証券 とは異 めそ の価格 は生 産費 や
需 給 に よつ て定 ま る べ きで あ り,貨 幣 と して の 名目価値:がそ の 自然的 な価 格 か ら大幅 に かつ長 期的 に
乖離 してい れ ば金 生産 の み な らず通 貨 金融面 で非 常 な混 乱 を生 ず る と云 う事 実 の認識 不 足 であ つた。
〔第 以編 〕 戦 後 新 に世界 経済 体 制 を再 建 す るに当 りinter-waragesの 失 業 倒産 等 の悲 劇 を伴 う
大 不況 に こ りた諸 国 は完 全 雇 用 を生 活 水準 の向上 を以 つ て世界 の経済 政 策 の至 上命 題 とす るこ とに な
つ た。
この 目的 のた め τLOを 改 組 強 化 して新ILOと し労働 者側 の圧 力 を高 め,ま た貿易 面 では 世界経











〔第3編 〕 戦後の世界経済の落差は意外に大 きく,畢 急にIMF体 制を通常な姿で運用することが
出来 ず,こ の間米国の援助により落差をうめ世界経済の均衡を回復 して行つたが,一 方そのため世界
通貨金融体制は新金本位と言 うよ塑は ドル本位的 なものとなつた。
〔第4編 〕 一方西欧生産:設備等の破壊の外,国 際通貨の不足のため終戦直後経済復興の上で大 きな
苦 しみをなめたが前者は米国の援助による資本財の取得によ如解決 し,国 際決済手段の不足について
は米国援助によつて与 えられた金をもとにして,EPUと 言 う欧州内の多角決済機構を運用 し地域的
な緊密な金融協力により事態をのり切つて行つた。
〔第5編 〕 ポンド圏も戦後非常な困難に陥つたが英国は米国より受入れた巨額の援助を海外ポンド
圏諸国に注 ぎこみ,ポ ンド圏諸国経済の回復とポン ド圏内の自由多角的な金融取引体制の維持に成功
し,そ の危機 を脱 した。
〔第6編 〕 以上終戦来の国際金融上の諸困難は国際金融協力の線で概 して円滑に解決され,国 際通
貨の本質に関する矛盾等が表面に露呈することなぐすんだ携 潜在的にはやは り進行 して行つた。即
ち公的には金は1オ ンス35ドルであつたが民間では全 ぐこれとかけ離れた相場が立ち,大 量の闇取引
が行なわれて行つた。金の闇取引は終戦後当分はローカルカレンシーに対する不信から行なわれ,従
って欧州主要国の交換性回復によわ一時金と公定値 と闇値の不均等は解消するが如 ぐ見えた。しかる







の金準備に も何等の不安がない以上,金 本位 と矛盾しない ドル本位制が存続 し得たのである。
しかるに,欧 州等の経済復興で米国の絶対優位が崩れるやその国際収支 も逆調に転 じ,金 準備額が
短期 ドル債務額をこえるに及び金との関係に於ける ドル信認 もまた崩れ,国 際通貨の本体は依然金で















価格の大幅な一斉調整を必要 とする様になるものと思われる。そ してIMF規 定第4条 第7項 はこの
事態を予定 して作られた条項であり当事者が賢明な判断を行なうならば1930年 代の様な平価恐慌を
回避することが出来よう。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は,「 第一部,史 的考察」かよび 「第二部,国 際流動性問題と金為替制の将来」の二部から
成 り,タ イプ印刷に して約700頁,原 稿に して約900枚 の論文である。
第一部は,第 一編戦前概観 。第二編大西洋憲章体制の成立 ・第三編 ドル不足と米国の国際金融活動
。第四編西欧経済の復興と再編成 ・第五編ポンド圏情勢とポンド問題の推移 ・第六編戦後金問題と国
際流動性問題の推移(各 編は四ないし七の章を含む)の 構成が示すように,両 大戦間の医際金融体制





する。そ して,こ の両者の追求が,1960年 を転機 として顕在化するに至つた国際流動性問題にかんす
る著者の論定に結実するのである。
第二部は,第 一章戦後国際金融体制の実体一 ドル本位制の成立 ・第二章国際金融体制の新局面
一 ドル本位制の危機 ・第三章国際流動性問題に関する諸主張 とその意義 ・第四章問題解決の方向一
その実体的側面 ・第五章金為替制の将来 一 ・金価格変更を伴う多元的金為替制の必然性(各 章は三な
いし七の節を含む)の 構成が示す ように,ま ず第一部の史的考察を踏まえて,と めわけ戦後国際金融
体制の実体的諸:矛盾にさらに立入つた考察を加えることにより,現 下の国際流動性問題の原因と実体
とを明 らかにし,つ いでこの問題をめ ぐる代表的諸主張とくに政策当局者の諸主張が含意する客観的










協 力 機構 がIMF規 約 第 四条 第七 項 と して本 来 的 に内包 す る と ころの もの で あ る,と い うので あ る。
著者 は,こ の方面 の実際的 調 査業 務 に 多年 携 わ つ て きた人 で あつ て,本 来 の アカ デ ミシ ヤ ン では な
い。 この こ とは,本 論 文 の功 罪 を共 に規定 して い る と いえ る。
第 一 に,本 論 文 は戦後 国際 金融 体 制 にかん す る一 大通 史 を な してい るが,そ の点 では,網 羅 してい
る諸事 象 の豊 富 さ ・そ の整 理 の巧 み さ 。そ して叙 述 の平 易 さに澄 いて 非常 に勝 れて お り,さ すが この
分野 での 多 年 の調査 経験 を物語 るに 十分 な ものが あ る。 反 面,諸 事 象 の扱 いが梢 々 と もす れば記 述的
に 流 れ,分 析 の精 緻 さと鋭 さ とに 澄い て今一 歩 の 感が な くもな く,ま た,学 術 的 文献 の探 索 利用 に 灘
い て必 ず し も十分 とい え ない節 もあ る。 しか しなが ら,こ の分野 での数 少 ない一 大 通史 と して,本 論
文 が 学 界 に広 く利 用 さ れ,学 問研 究 に寄 与 す る と ころは 少 な くな い と考 え る。
第二 に,本 論文 を通 じて著 者 が一 貫 して展 開 して い る論 旨,す なわb,戦 後 国際 金 融協 刀機 構 の 本
質 は資本 主義 の構 造的 変 化 に根 ざす経済 の人 為的 調 整 制度 の 国際 的展 開 と して把 握 され る べ きで あ り
そ の実体 的諸 矛盾 の解決 の方 向は 必 然的 に この 本質 に規 定 され なけれ ば な らない と して,国 際 流動 性
問題 と金 為替 制 の将来 をIMF規 約 四条 七項 の発動 に基 づ く金価 格 の曽 斉引 上 げ を伴 う多元 的 金為替
本 位 制以 外 に は あ りえ ない と大 胆 に論 定 して い る論 旨は,そ れ 自体 と しては,極 め て明快 であ る。 し
か も,現 下 の国際 流動 性問 題 に 関 連 して この条 項 の発 動 を論 じた議論 は,少 く と も今 日ま での とこ ろ,
まだ 世上 に現 われ て い ない の ℃ 著 者 の この論定 は一 種 の独 創的 見解 を示 した もの とい え る。尤 もこの
よ うな論 定 には 当然 有 力 な異論 が あ り うる と考 え られ るが,し か もこの論 定 がそ れ らの異 論 を刺戟 し
て ホ ワ イ ト案 に対 す る ケ イン ズ案 の 妥協 の産 物 と してのIMF規 約 に おけ る この条 項 の真 に意 味 す
る とこ ろが何 であ るか 一 そ れは言 うべ く して行 いえ ない単 な る空文 で あ るのか ・文 字通 り金価 格 の
一 斉 変 更 な の か ・そ れ と もそ の背後 に秘 め られ て いる国 際 管理 通 貨制 へ の飛躍 であ る のか 一 を理 論
的 に さ らに閲 明 す るの に役 立 つな らば,た とい この論 定 が他 日論 破 さ れ る として も,逆 説的 なが ら本
論 文 の学 界 に 寄与 す る とこ ろは大 な る 屯のが ある とい え る。
以 上審 査 す る とこ ろに よ り,本 論 文 は経済 学 博士 の学 位 を授 与 す るに値 す る もの と判 断 し,合 格 と
判 定 す る。
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